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昭和49年 ６月 １日

任期満了に伴ない新たに委嘱 された 各委員 及び新しく殷 殷された文化財 専門委員 の

紹介。

（ １　）

蓬田村公民館報

（蓬　門） 第91号

発　行　所

青森県東津軽郡

蓬田村 公民 館

印　刷　所

㈱ 新 印 刷 興 業

世帯数　1,002

① 二

計　　4,687

(49　6川現在)

「
蓬
　

門

原

稿

募

集
」

「
蓬
門
」
の
原
稿

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

ど
ん
な
事
で
も
よ
い
で
す

。
原
稿
を
送

っ
て

下

さ
い
。

原
稿
送
付
先

蓬
田
村
教
育
委
員
会

門

世帯と人口J
社
会
教
育
関
係
委

員
名
簿

（
１

）
社
会
教
育
委
員

氏
　
　

名
　
　
　
　

役
　
　

職

中
　
村
　
　
　

毅
　
　

蓬
中
校
長

佐
　
藤
　

臭
　

嶺
　
　

僧
職

浜
　

田
　

喜
代
作
　
　

議
会

議
員

山
　
舘
　
　
　

潸
　
農

業
委
員
会

々
長

工
　

藤
　

太
一
郎
　
　

農
協

理
事

野
　

呂
　

一
　

次
　
　

蓬
小
校
長

（
２

）
社
会
教
育
指
導
員

桜
　
田
　

正
三
郎
　
　

地
方
公
務
員

（
３

）
公
民
舘
長

坂
　

本
　

豊
　
道
　
　

農
業

（
４
）
公
民
舘
運
営
審
議
会
委
員

野
　

呂
　

一
　

次
　
　

蓬
小
校
長

横
　

山
　

久
太

郎
　
　

部
落
長

坂
　

本
　

増
　

吉
　
交
通
安
全
協
会

長

張
　

間
　
　
　

勇
　
　

部
落
長

張
　

間
　

キ
　
ョ
連
合
婦
人
会
副
会

長

八
　

戸
　

フ
　
　ミ
　
　

連
合
婦
人
会

長

森
　
　
　

秀
　
夫
　
　

青
年
団
体
協

議

会
長

山
　

本
　
兼
　

光
　
　

部
落
長

武
　
井
　

キ
　
ノ
　
　

民

生
委
員

高
　
田
　

利
四
郎
　
　

部
落
長

福
　
井
　

一
　

衛
　
　

漁
業
組

合
長

北
　

川
　

健
　

三
　
　

民

生
委
員

川
　

崎
　

長
　
作
　
　

部
落
長

柿
　

崎
　
喜
代
作
　
　

議
会
議
長

八
　
幡
　

武
　

雄
　
　

部
落
長

佐
　
井
　

武
　

道
　
　

農
協
理
事
・
連

合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

（
５

）
文
化
財
専
委
員

坂
　
本
　

豊
　

道
　
　

農
業

桜
　
田
　

正
三
郎
　
　

地
方
公

務
員

田
　

中
　
　
　

寛
　
　

議
会

議
員

坂
　
本
　

三
　
行
　
　

農
業

二
　
唐
　
　
　

久
　
　

刀
剣
業

森
　
　
　
　
　

仁
　
　

農
業

（
６

）
体
育
指

導

貝

坂
　
本
　
万
　

蔵
　
　

地
方
公
務
員

小
　

鹿
　

重
　

一
　
　

団
体
職
員

栗
　

原
　
孝
　

之
　
　

蓬
小
教
頭

長
　
尾
　
　
　

誠
　
　

″

教

諭

秋
　
谷
　

尚
　
子
　
　

″

教

諭

八
　
戸
　
良
　

幸
　
　

農
業

加
　
藤
　
継
　

悦
　
　

農
業

八
　
幡
　

敏
　
雄
　
　

農
業

（

７
）
分
舘
長

部
落
名
　
　
　

氏
　
　

名

中
　
　

沢
　
　

横
　

山
　
久
太
郎

長
　
　

科
　
　

張
　

間
　
　
　

勇

阿
弥
陀
川
　
　

倉
　

谷
　

平
八
郎

蓬
　
　

田
　
　

山
　
本
　

兼
　
光

郷
　
　

沢
　
　

高
　
田
　

利
四

郎

瀬

辺

地
　

山

口
　

与

八

広
　
　

瀬
　
　

川
　

崎
　

長
　
作

高
　
　

根
　
　

八
　
幡
　

武
　
雄

蓬
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あ
な
た
の
年

金
は
大
丈
夫
で
す

か

＝
古

い
か
け
金
を
納

め
て

老
令
年

金
を
＝

国
民
年
金
で

は
、
最
低
二
十
五
年

か
け

金

を
納

め
な
け
れ
ば
老
令
年
金
は
も
ら
え

ま
せ

ん
。

し

か
し
、
か
け
金
の
納
付
が
始
ま
っ

た

昭
和
三
十
六
年
当
時

。
す
で
に
あ

る
程
度

の
中
高
年
令
者
の
方

は
、
二
十
五
年
間

と

い
う
期
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
人

の
年
令
に
応
じ
て
、
二
十
五
年
と
い
う
の

を
十
年

か
ら
二
十
四
年
ま
で
短
か
く
さ
れ

て
い

ま
す

。

老

令
年
金
は
、
六
十
五
才
か
ら

支
給

さ

れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
モ

の
年
金
額

は
決

め
ら
れ

た
最
低
年
数
を
き
っ
ち
り
納

め
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
別

表
の
よ
う
に
な

り
、

そ
れ
以
上
の
年
数
の
か
け
金
を
納

め

た
と
き
は
、

そ
れ

に
応
じ
て
年

金
額
は
高

く
な

り
ま
す

。

も

し
、
こ

れ
か
ら
六
十
才
ま
で
納
め
た

と
し
て
も
決

め
ら
れ
た
年
数
に
一
ヶ
月
で

も
足
り
な
い
人

は
昭
和
三
十
六
年

度
以
降

の
時

効
に
な
っ
た
古
い
か
け
金
を
納
め
て

下

さ
い
。

老齢年金受給に必要 な最低
保険料 納付期間 と 年 金 額

別　　 表

か
け
金
は
月

九
百
円
で
納
め
て
い
な
い

期
間
の
古

い
月

の
分

か
ら
順
次
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
納

め
る
期
限

は
昭

和
五

十
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

納

め
る
方
法

は
一
括
で
も
分

割
で
も

よ

い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

役
場
国
民
年

金
係
へ
お
い
で
下

さ
い

。

安
定
し
た
老
後

の
生
活
を
送
る
た
め
に

も
、
か
け
金
を
忘

れ
ず
に
納
め
て
、
も
ら

う
資
格
を
確
保
し
ま
し
よ
う
。

生　 年　 月　 日
かけ 金を 納めなけ
ればならない最低
の年 数

左の場 合の
年 金 額

明　　　　 大
39. 4. 2 ～5.  4. 1

5. 4. 2～6.  4. 1

6. 4. 2～7.  4. 1

7. 4. 2～8.  4. 1

8. 4. 2～9.  4. 1

9. 4. 2～10.  4. 1

10. 4. 2～11. 4. 1

11. 4. 2～12. 4. 1

12. 4. 2～13. 4. 1

13. 4. 2 ～14. 4. 1

14. 4. 2～15. 4. 1
昭

15. 4. 2～2.  4. 1

2. 4. 2～3.  4. 1

3. 4. 2～4.  4. 1

4. 4. 2～5.  4. 1

5. 4. 2 以 降に生
まれた人

年
１　０

１　１

１　２

１　３

１　４

１　５

１　６

１　７

１　８

１　９

２　０

２　１

２　２

２　３

２　４

２　５

円

150,00〔

156,00〔

162,00〔

168,00〔

174,00〔

180,00〔

186,00〔

192,00〔

198,00〔

204,00〔

210,00〔

216,00〔

222,00〔

228,00〔

234,00〔

240,00〔

年

金

の
し

く
み

と
手

続

年

金
制
度

は
、
み
な
さ

ん
の
老
後

の
生

活
を
守

る
大
切
な
も
の
で
す
。

わ
が
国

に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十

六
年

に
国
民
年
金
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
国
民
皆

年

金
に
な

り
、
す
べ
て
の
国
民
が
原
則

と

し
て
、

い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま

す

。加
入
も
れ
の
方

は
必
ず
役
場
へ
き
て
手

続
き
を
し
て
下

さ
い

。

厚
生
年
金
等

の
資
格
を
失
っ
た
方
へ

会

社
・
工
場
・
商
店
な
ど
の
事
業
所
を

定
年
や
結
婚
な

ど
で
退
職
さ
れ
、
厚
生
年

金
の
資
格
を
失
っ

た
方
は
次
の
こ

と
を
知

つ
て
お
い
て

く
だ
さ
い

。

一
、
第
四
種

被
保
険
者

の
申
出

厚
生
年
金

の
加
入
期
間
が
十
年
以
上
あ

る
大
で

、
老

令
年
金

を
う
け
ら
れ
る
加
入

期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
大
は
、
退
職
後

六
ヶ
月
以
内

に
住
所
地

の
社
会
保
険
事
務

所
に
申

し
出
て
第
四

種
被
保
険
者
（

任
意

継
続
保
険
者
）

と
な
り
、
老
令
年

金
が
う

け
ら

れ
る
期
間
を
満
た
す
ま
で
厚

生
年
金

に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

二
、
国
民
年
金
へ
の
助
入

の
届
出

六
十
歳
未
満
の
大
は
、
原
則

と
し
て
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
蓬
田

村
役
場
国
民
年
金
係
へ
お

い
で
下

さ
い
。

な
お
、
勤
労

者
の
奥

さ
ん
で
、

ご
主
人

が
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
な

ど
に
加
入
し

て
い
る
人
の
場

合
に
は
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
か
ど
う

か
は
本
人

の
任
意
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
お

け
ば
、
将
来
国

民
年
金
か
ら
も
そ
の
加
入

期
間
に
応

じ
て
年
金
が
う
け
ら
れ
ま
す

の

で

、
そ
れ
だ
け
老
後
に
よ
り
充
実
し

た
年

金
が
う
け
ら
れ

る
こ

と
に
な
り
ま
す

。

再
就
職

さ
れ
た
方
へ

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
事
業
所
に

再

び
勤

め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
次

の
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
大

は
そ

の
資
格

を
失
う
こ
と
に
な
り

ま
す

の
で

す
み

や
か
に
役
場
国
民
年

金
係
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い

。

二
、
再
就
職
し
た
事
業
所
の
事
務
担
当
の

方

へ
前
に
も
ら
っ
て

い
る
厚
生
年
金
保

険

被
保
険
者
証
を
提
出
し

て

く

だ

さ

い

。
ま
た
、
老
令
年

金
や
通
算
老
今
年

金

を
う
け
て
い
る
方
は
、
年

金
証
書
も

あ

わ
せ
て
提
出
し
て
下

さ
い
。

み
な

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
こ

と

厚
生
年
金

や
国
民
年

金
に
つ
い
て
、
み

な
さ

ん
に

ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き

た
い
こ

と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
厚
生
年
金
保
険
者
証

お
よ
び
国
民
年

金
手
帳
の
記
号
番
号
は
、
一
生

の
あ
い

だ
変
る
こ
と
か
く
同
じ
番

号
が
使
用
さ

れ
ま
す
。

不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
年
金

係
へ
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

国

民

健

康

保

険

高
額
療
萸
費
制
度
の
発
足
に
あ
た
っ

て

こ

の
た
び
、
高
額
療
養
制
度
費
を
発

足

さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。

高
額
療
養
費
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お

り
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

は
医
療

費
の
実
資

負
担
額
は
一
人
月
三
万
円
ま
で
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
も
ま

だ
完
全
な
る
も

の
と
は

言
い
が
た
く
残

る
問
題
も
あ
り
ま
す
か
た

に
は

と
も
あ

れ
長
期
療
養
の
方
あ

る
い

は

難
し
い
病
気
で
高
額
な
医
療
費

に
お
悩
み

の
方
に
と
っ
て

は
、
現
行
に
お
い
て
も
こ

の
う
え
な
い
朗
報

と
い
え
る

と

思

い

ま

す
。一

方
国
保

の
財
政

は
、
た
び
か
さ
な
る

医
療
費

の
値
上
げ
、
ま
た
老
人
医
療

の
無

料
化
な

ど
を
要

因
と
し
て
、
こ
の

と
こ
ろ

医
療
費
が
異
常
な
ほ
ど
に
増
嵩
し
国
保
財

政

を
著
し

く
圧
迫
し
容
易
な
ら

ぬ
状
態
に

あ

り
ま
す

。

こ
の
苦
し
い
財
政
状
態
の
中
で
皆
さ
ん

の
理
想

と
す
る
、
保
険
制
度

ヘ

ー
歩
で
も

近

づ
き

た
い
念
願
か
ら
あ
え
て
こ
の
制
度

の
実
施

に
ふ
み
切
っ

た
も
の
で
す
。
ど
う

か
被
保
険
者

に
お
い
て
も
こ
う
い
っ
た
事

情

を
ご
賢
察
の
上
今

後
と
も
国
保
運
営
に

ご
理
解
、

ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ぉ
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

四
十

九
年
四
月
一
日

診
療
費
か
ら

高
額

（ ２ ）

蓬　　　　門

国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ



（ ３ ）昭和49年 ６月 囗ﾖ蓬　　　　門蓬田村公民館報号第91

療

養
費

の
支
給
対
象

に
な
り
ま
す
。

○

ど
ん
な
場
合
に
支
給

さ
れ
る
か

病
気
、

ケ
ガ
で
お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ

て
、
医
療
費
の
自
己

負
担
額
が
一
人
、
一

ヶ
月
、
一
つ
の
病
院
、
診
療
所
に
つ
い
て

三
万
円

こ
え

た
場
合
は
、
そ
の
こ
え
た
分

は
全
部
、
国
保
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り

ま
す
。

被
保
険
者
は
自
己
負
担
分
　
（
三

割
）
を
い
っ
た

ん
病
院
等

に
支
払
い
し
た

あ
と
か
ら
払
い
も
ど
し
ま
す

。

○
自
己

負
担
額

の
計
算
基
準

自
己
負
担
分

一
ヶ
月
三
万

と
い
う
計
算

は
、
次
の
よ
う
な
基
準
に
よ
り
ま
す
。

１

、
歴

月
ご
と
に
計
算

月

の
一
日
か
ら

月
末

ま
で
の
受
診
に

つ
い
て
、
一
ヵ
月
と
し
て

計

算

し

ま

す
。
た
と
え
ば
、
あ

る
月
の
十
五
日
か

ら
翌
月
十
五
日
ま
で

の
よ
う
に
月
を
ま

た
が
っ
て
入
院
し
た
場
合
で
、
最

初
の

月
医
療
費
の
一
部
負
担
額
が
二
万
円
、

翌
月
が
二
万
円
、

合
計
一
ヵ
月
四
万
円

を
自
己
負
担

し
た
場
合
で
も
、
一
日

か

ら
月
末
ま
で

の
計
算
で
す
か
ら

高
額
療

養
費
は
支
給

さ
れ
ま
せ

ん
。

２
、
病
院
、
診
療
所

ご
と
に
計
算

た
と
へ
ば
、
甲
の
病
院
と
乙

の
病
院

へ
同
時
に
か
か
っ
て
い
て
、
自
己
負
担

分
（
一

部
負
担
金
）
と
し
て
、
甲

の
病

院
へ
五
万
円
、
乙
の
病
院
へ
四
万
円
を

支
払
っ

た
場
合
は
、
甲
の
病
院
の
分
に

つ
い
て

は
三
万
円

を
控
除
し
た
二
万
円

乙

の
病
院
の
分

に
つ
い
て
は
同

様
に
一

万
円
の
高
額
療

養
費
が
支

給

さ

れ

ま

す

。
甲
、
乙
両
方

の
病
院
を
分
算
す

る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３

、
歯
科

は
別
で
す

病
院
ま
た
は
診
療

所
に
内
科
な

ど
の

科

と
歯
科
が
あ
る
場
合
は
、
内
科
な

ど

の
科

と
歯
科
は
、
別

の
病
院
ま
た
は
診

療
所

と
し
て
扱

い
ま
す

。

４
、
総
合
病
院
に
お
け
る
診
療

総
合
病
院

の
各
診
療
科

は
そ
れ
そ
れ

別
の
病
院
ま
た
は
診
療
所

と
し
て
扱

い

ま
す
。
た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
院
患

者
が
他
の
科

の
診
療

を
あ

わ
せ
て
受

け

た
と
き
は
、
合
算

し
て
計

算

さ

れ

ま

す

。

５
、
入
院

と
通
院

一
つ
の
病
院
、
診
療
所
で
も
、
入
院

と
通
院
は
別
に
扱

い
合
算
し

ま
せ

ん
。

○
い
っ

ご
ろ
支
給

さ
れ
る
か

高
額
療
養
費
は
、
病
院
、
診
療
所
な

ど

か
ら

だ
さ
れ
る
診
療

報
酬
明
細
書
に

よ
っ

て
確
認
し
支
払
い
す

る
こ

と
に
な
り
ま
す

の
で
、
診
療

を
受

け
九
月

か
ら
二
ヵ
月
ぐ

ら
い
後
に
な
り
ま
す
。

○
高
額
療
養
費
の
対
象

に
な

る
の
は
、
保

険
診
療
分

だ
け
で
あ

り
、
保
険
診
療
外

の
も
の
（
特
別
室
料
、
歯
科
で
認
め
ら

れ
て
い

る
差
額
徴
収
な

ど
）
は
対
象

に

な
り
ま
せ
ん
。

○
老
人
医
療
費
等

の
公
費
負
担
医
療

の
該

当
者
と
国
保
十
割
給
付
（

乳
児
、
姙
産

婦
外

来
）
の
該
当
者

は
、
こ
れ
ま
ど
と

な
ん
ら
変
ら
な
い
も
の
で

あ
り
、
窓

口

払
い
な
し
で

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

○
支
給
申
請

に
つ
い
て

自
己
負
担
額
三
万

一
円
以
上
支
払
い
さ

れ
た
か
は
申
請
し
て
下

さ
い
。
申
請
用
紙

は
国
保
係
で
備
え
て
あ
り
ま
す

。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
民
生
課
国
保
係

ま
で

お
問
い
合
せ
し
て

く
だ
さ
い

。

※

助
産
費
の
支
給
額
引
き
上
げ
に
っ
い

て
。

四

十
九
年
四
月
一
日
出
生
か
ら
助

産
費

の
支
給
額
が
一
件
二
万
円

に
引

き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

に
な
り
、
友
人
が
遅
れ
て
後
方
に
見
え
な

い

の
で
、
高
い
所

に
昇
れ
ば
見
え
る
と
思

い
道
路
脇
の
電

柱
に
昇
り
、
誤
っ
て

高
圧

線

に
触
れ
感
電
し

、
地
上
ハ

メ
ー
ト
ル
の

高

さ
か
ら
墜
落
受

傷
し
た
も
の
と
思

わ
れ

る
。
後

か
ら
来
た
友
人
が
道
路
に
倒
れ
て

い
る
の
を
発
見

し
父
親

に
知
ら
せ
病
院
に

運

ん
だ
。

特
に

ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と

は
。

一
、
電
柱
に
絶
対

に
昇
ら
な
い
こ
と
、。
電

柱
、
電
線
に
物
が
引
っ
か
か
っ
た
り
し

た

と
き
は
、
家
人

を
通
じ
て
東
北
電
力

に
連
絡
し
処
置

し
て
も
ら
う
こ
と
。

二
、
電
線
に
は
絶
対

に
さ
わ

ら

な

い

こ

切
れ
て

垂
れ
下
が
っ

た
電
線
も
危
険

で
す
。

三
、
電
線
に
近

づ
く

よ
う
な
危
険
な
遊

び

電
柱
の
恆

の
巣

と
り
、
鳩
、
蝉
と
り
、

私

た
ち
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、

道
路

や
上
下

水
道
、
学
校
、
社
会
保
障
な

ど
社
会
全
体
と
し
て
必
要

な
も
の
や
制
度

が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す

。
こ
の
よ
う
な
も

の
を
整
備
し
た
り
、
病
気
や
貧
困
を
防
ぎ

暮
ら

し
を
豊

か
に
し
て
い
く
た
め
に
国
は

い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国

が
こ

れ
ら
の
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な

費
用

の
大
胡
分

は
私

た
ち
が
納
め
た
税
金

で
賄

わ
れ
て
い
ま
す

。
昭
和
四
十

九
年
度

（ ３ ）

魚
と
り
、
電
線
近
く
で

の
た
こ
あ
げ
、

模
型
飛
行
機
な

ど
は
し
な

い
よ
う

に
注
意

す
る
こ
と
。

四
、
電
線
に
棒
で
ふ
れ
た
り
、
金
属
棒
な

ど
な
げ

た
り
し
な
い
こ
と
。

五

。
電
線
に
接
近
し
て
い
る
樹
木
な

ど
に

は
昇
ら

な
い
こ

と
。

六
、
ア

マ
無
線
の
ア
ン
テ
ナ
、
Ｔ
Ｖ
ア

ン

テ

ナ
、
鯉

の
ぼ
り
の
竿
な
ど
は
電
線
に

接

近
し
た
り
、
倒
れ
な
い
よ
う

に
注
意

す
る
こ
と
。

ま
ち
が
い
や
す
い
印
紙
税
に

ご
注
意
下
さ
い

不
動
産
売
買
契
約
書
辛
借
月
証
書
、
領

収
書
な
ど
の
文
書
を
作
っ
た
と
き
に
は
印

紙
税
が
か
か
り
ま
す
。
印
紙
税
は
こ
の
よ

う
な
文
書
を
作
っ
た
人
が
、
決
め
ら
れ
た

額
の
収
入
印
紙
を
ぱ
り
消
印
し
て
納
め
ま

す
。
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
は
種
類
が
多

く
、
同
じ
種
類
の
文
書
で
も
記
載
金
額
に

よ
っ
て
印
紙
税
額
が
違
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
ご
注
意
下
さ
い
。
ま
た
、
五
月
か

ら
印
紙
税
の
税
額
が
変
り
ま
し
た
の
で
、

ど
の
よ
う
な
文
書
に
印
紙
税
が
か
か
り
、

い
く
ら
の
収
入
印
紙
を
は
っ
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
と
き
は
税
務
署
に
お
尋
ね
下

さ
い
。

税
金
は
み
ん
な
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す

感

電

事
故

に
注

意

し

ま

し

よ

う

東
北
電
力

事
故

例

三
月
二
十
一
日
、
友
人

と
五
人
で
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
行
き
、
帰

る
途
中

一
人
で
先
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の
国
の
一
般
会
計
予
算

は
十
七
兆
九
百

九

十
四
億
円
で
、
こ
の
う
ち
の
約
八
〇
％

は

私
た
ち
の
納

め
た
税
金
で
す

。

こ

れ
を
税
金
千
円
あ

た
り

の
使
い
み

ち

に
し
て
み

る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
の
健
康
や
生
活
を
守
る
た
め
に

二
〇
三
円

住
宅

や
道
路
な
ど
の
整
備
の
た
め
に

一
六
六
円

教
育

と
科
学
技
術

の
振
興
の
た
め
に

一
一
五
円

国
土
防
衛
の
た
め
に
　
　
　
　

六
四
円

地
方
財
政
の
援
助

の
た
め
に

二
〇
〇
円

国
債
の
償
還
や
利
子
支
払
い
の
た
め
に

五
〇
円

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
国
の
施
策
を
賄
う

た
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二
円

合
　
　

計
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

東
北
地
区
現
地
研

究
会

秋
田
県
仙
北
郡
千
畑
村
に
於
け
る
国
営

総
合
開
拓

パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
と
草
地
管
理

公
社

を
視
察
し
た
。

国
営
開
拓

パ
イ

ロ
ッ

ト
事
業
は
、
今
後

の
農
産
物
の
需
給

の
展
望
か
ら
稲
作
単
一

農
業
か
ら
生
成
農
育
物
の
生
産
を
中
心

と

し
た
開
発
方
式
を
と
り
合
理
的
水
利
用

に

よ
っ
て
地
区

内
に
輪
換
田
（
田

、
畑
三
年

毎
に
輪
換
）
六
七
五

加
を
造
成
し
、
地
域

酪
長
の
推
進

を
図
り
農
業
構
造
改
善
と
所

得
の
向
上
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
更

に
農
業
経
営
の
近
代
化
を
図
る
た
め
大
型

農
業
機
械
を
農
協

へ
導
入
し
賃
耕

と
共
同

作
業
等
に
よ
り
効
率
農
業
を
推
進

し
て
い

る
　
尚
こ
の
事
業

は
昭
和
寸
二
年
国
営
事

業

と
し
て
発
足
し

た
田
沢
路
水
開

拓
事
業

の
究
了
に
引

き
続
き
昭
和
三

１
八
年

か
ら

開
拓
、
か
ん
が
い
排
水
、
昭
和
四
十
一
年

か
ら
区
画

整
理
を
併

せ
７
年

の
長
期
を
要

し
四
十
五
年
に
竣
工

し
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
特

色
を
三

つ
程
あ
げ
て
み

る
と

Ｉ
、
田

、
畑
輪
換
方

式

で

あ

る
。

二
、
水
の
適
正

か
ん
が
い
を
図
る
た
め
二

四
〇

瓰
に
対
し
パ
イ

プ
ラ
イ

ン
方
式
で
あ

る
こ
と
。

三
、
反
当

事
業
費
約
二
十
八
万

円
と
い
う

高
額
で
あ

る
こ

と
。

反
当
二
十

八
万
円

を
投
資
し
て
気
成
し

た
と
い
わ
れ
る
こ
の
圃
場
は
今
み
の
り
豊

な
収
獲
を
迎
え

よ
う

と
し
て
い
る
こ
の
美

し
い
状
況

を
見
て

”
人
の
和

”
の
違

大
さ

に
驚
歎
せ
ざ
る
を
得

ま
せ

ん
。

こ
の
地
区

の
概
況

は
総
大
口
約
一
万
、

平
年

に
お
け

る
米
の
売
渡
量
は
十
万
俵
、

叉
育
産
部
問
も
乳
用
、
肉
用
牛
を
併

せ
て

七
億
三
千
万

の
生
産
額
を
有
し
て
い

る
、

水
田
総
面
積

は
、
二
四
四
六

にＥ一

二

尸
当

一
、
四

瓰
で
あ

る
。

次
に
視
察
し

た
所
は
、
千

畑
村
草

地
管

理
公
社
で
あ

る
。
こ
の
公
社
は
千

畑
村

と

畑
屋
農
協

と
千
屋
農
協
の
三
者
に
よ
る
共

同

出
資
の
構
成
で
あ

る
。
昭
和
四

十
七
年

度
市
に
乳
供
給
モ

デ
ル
団
地
育
成
事
業
に

よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
ス
チ
ー

ル
製

の
気
密

サ
イ

ロ
（
二
五
〇
ｔ

）
２
基

が
秋
空
に
高
々
と
そ
び
え
い
か
に
も
公
社

を
象
徴
す

る
か
の
よ
う
で
あ

る
手
前

に
管

理
楝
、
農
機

具
収
納
棟
等
の
施
設
が
完

備

さ
れ
て
い

る
。
千
畑
村
の
酪
長

の
推
移
は

古
く
昭
和

一
八
年
頃

よ
り
本
格
的
な
導
入

及
び
増
殖

が
な

さ
れ
ピ
ー
ク
の
昭
和
三

七

年
に
は
五
四
五
頭

に
も
進
し
た
が
水
田

地

帯
に
於
け

る
裏
作
が
長
期
間
降
雪
量

の
影

響
に
よ
り
飼
料
生
産
基
盤
の
確
立
を
期

し

得
ず
飼
育
頭
数

は
年
年
減
少
し
た
こ
れ
が

打
開
策
と
し
て
高
度
集
約
牧
野
の
進
成
が

急
務
と
な

り
構
造
改
善
事
業
に
よ
っ
て
進

成
す
る
こ

と
を
企
画
さ
れ
た
。
従
来

こ
の

種
の
事
業

は
草
地

の
造
成
と
利
用
家
畜

の

増
植
が
同
調
し
得
な
か
っ
た
要
因

を
認
識

し
年

次
計

画

に
基

く

乳
用

牛

の
導

入

を

確

定

に
実

行

に
移

し

て

い

る

。

昭

和

四

一
年

度

に

於

い
て

こ

の

事

業

に

よ

る

の
が

四
一
丁

八

瓰
小

規

模

草

地

造

成

に

よ
っ

て

九

四

瓰

の

合
計

一
三

六

・

八

瓰

の

集
約

牧

野

を

造

成

し
、

主

任

及

び

補
助

オ

ペ

レ

ー

タ
ー

に

よ

っ
て

集

約

管

理

さ

れ

て

い

る
。

こ

の

う

ち
四

〇

瓰
は

、

乳
用

仔

牛

の
育

成

放

牧

飼
料

生

産

に
あ

て
他

の

九

六

・
八

瓰

に

つ

い

て

は
地

区

生

草
、

乾

牧

草

サ
イ

レ

’‐‐
’
ジ

材
料

の
生

産

に
あ

て

て
い

る
、

生

産

量

は

瓰
当

り
四

〇

右
と
見

込

ま

れ

て

い

る

が

施
肥

の
増

加

に
よ

り

六
〇

ｔ

ま
で

増

収

が

可

能

と
い

う

こ

と
で

あ

る

。

育

産

農

家

の

規
模

拡

大

の

た

め

の
仔

牛

の

育

成

は

飼
料

基

盤

の
整

備

、

乳
用

牛

の
積

極

的

導

入

と

並

ん
で

三

大

基

本

の

一

つ

と

さ

れ

て

い

る
、

施

設

の
収

容

能
力

は
八

〇

？

一

〇
〇

頭

を
収

容

で

き

る
施

設

が

あ

り

常

時

二

名

の

飼
育

係

を

配
置

し
夏

期

放

牧

を

中

心

と

し

た
飼

育

が

行

な

わ

れ
て

い

る

こ

の

事

業

の
本

来

の
目

的

は

酪
農

家

の
育

成

牛

生

後

六

ヶ
月

か
ら

分

娩

ま
で

の
受

委

託

に

重

点

を
置

く

と
供

に

資
源

の
供

給

基

地

と
し

て

の
役

割
が

最

大

の

課

題

で

あ

る

。今

、

千

畑

村

は
平

担
部

に

高

度

の
技

術

と
集

約

経

営

で

高
収

量

の

米

の
単

一

経
営

を

確

立

し

、

中
間

山
間

部

に

は
草

地

開

発

に

よ
る

育
産

の
振

興
を

図

り

装

合
形

態

の

中

で

村

内

に

お

け

る
地

帯

制

の
格

差

の
是

正

に

全

力

を

あ
げ

て

い

る

よ

う
で

あ

る

。

本

村

で

も
国

有

林

野

へ
瀬

辺

地
内

に
大

規

模

草

地

業

を

計
画

さ
れ

て

お

り

そ

の
成

功

を

願

う

と

共

に

こ

の
稿

、か

い

さ

さ

か

た
り

と
も

参

考

に
な

れ
ば

幸

い

で

あ

る

。

蓬

田
農

業

委

員

会

長
　

山
舘
　

清

竹
　
内
　
街
　

道

明
日
香
村

か
ら
吉
野
路
へ
向
っ
た
の
で

あ
る
が
、
年
代

の
順
序

と
し
て
吉
野
は
次

回
に
ゆ
ず
り
竹
内
街
道
を
先
に
す
る
。

竹
内
街
道

は
日
本
最
古
の
国
道
と
云

れ

て
い
る
。

竹
内
街
道

は
金
剛
山
地
、
二
上

山
の
南

の
竹
内
峠
を
越
え
る
古
代

か
ら
大

和
と
河

内
を
結

ぶ
姿
路
で
、
丹
比
か
ら
古
市
、
古

市

か
ら
峠
を
越
え
大
和
に
入

り
、
横
大
路

と
な
っ
て
奈
良
盆
地
を
東

西

に

縦

断
す

る
。こ

の
道

は
推
古
朝
二
一
年
（

六
一
三
）

修
理
さ
れ
て
「

難
波
よ
り
京
に
い
た
る
大

竹内街道　金剛山地の二上山の南の竹内峠をこえ る竹

内 街道は，古代から大和と河内を結ぶ要路であった。

（ ４ ）

大
　
　
　
和
　
　
（
ニ
）

豊
　
　
水

道
を
置

く
」
と
書

か
れ
て
い
る
（

日
本
の

歴
史
）

敏
道
朝
（

五
七
七
）
百
済
、
新
羅
、
高

句
麗
か
ら

の
入
国
者
は
船

で

難

波

（

大

阪
）
に
渡

り
竹
内
街
道
を
へ
て
大
和
に
入

り
仏
教
を
ひ
ろ

め
芸
術
、
文
化
を
隆
昌
し

て

い
る
。

こ
の
道
を
通
っ
た
理
由
と
し
て
国
道
と

し
て
最
古

の
も
の
で
あ

る
と
知
っ
た
こ
と

と
峠

の
向
い
の
太
子
町

に
は
聖
徳
太
子

の

廊
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

大
和
高
田
市

か
ら
ぬ
け
、
山
道
に

は
い

り
、
大

和
と
河
内
の
国
瓏
い

の
道
で
林
道
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と
い
っ
た
方
が
適
切
で
あ
る
。

勿
論
砂
利
道
で

せ
ま
く
大
型
車

の
交
差

は
出
来
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
れ
で
も
急
坂
が
な

く
沢
伝
い
の
道
で
所

々
に
往
財
を
物
語

る
碑
や
石
仏
が
あ
り
、

古
代
人
の
往
来
を
偲

ぶ
に
充
分
な
素
材
が

残
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

竹
内
峠
は
今

の
奈
良
県
と
大
阪
府

の
瓏

で
、
峠
を
越
え
る
と
太
子
町

に
な
る
。

古
代
の
地
図
に
は
ニ
ッ
の

飛

鳥

が

あ

る
。大

和
飛
鳥
と
河
内

飛
鳥
で
あ
り
二

つ
の

飛
鳥

に
つ
い
て
は
「
日
本
の
歴
史
」
を
み

て
も

さ
だ
か
で
な
い
。

竹
内
街
道
の
往
来

に
よ
り
飛
鳥
文
化
が

交
流
な

さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

そ
れ
東

員
付
け
る
に
充
分
考
え
ら

れ
る

の
に
太
子
町

に
は
聖
徳
太
子
廟

の
外

、
推

古
、
孝
徳
、
用
明
（
太
子
の
父
）
小
野
妹

子

の
陵
が
こ

ん
も
り
と
緑

の
丘
に
静
か
に

眠
っ

て
お
る
。

擒古天皇陵 南河内を貫流する石川の東岸，太子町の一部は，磯長(しなが)谷

&呼･ばれ，推古をはじめ，用明・敏速・孝徳・聖徳太子らの陵墓が密集する。

然
し
太
子
町

に
は
古
代

か
ら
政

治
が
し

か
れ
た
あ
と
が
な
い
。

太
子
町

は
大
阪
府
南
河
内
郡
に
あ
り
、

昭
和
三
十
二
年

一
月
旧
山
田
町

と
磯
長
村

が
合
併
し
太
子
町
に
な
っ
て
い
る
。
勿

論

太
子
廟
が
あ

る
の
で
太
子
町

と
名

づ
け

て

い
る
。
（

太
子
町
古
墳
よ
り
）
聖
徳
太
子

の
生
立
ち
は
用
明
天

皇

と
穴
穂
部
間
人
皇

女
（

あ
な

ほ
べ
の

は
し
ひ
と
の
み
こ
と
）

と
の
間
の
第
一
皇
子
と
し
て
生
れ
た
。

太
子

の
先
の
名

は
跣
戸

皇
子
（

う
ま

や

ど
）
と
い
い
、
聖
徳
は
太
子

の
死
後

に
徳

を
躓

え
て
よ
ん
だ
も
の
と
い

わ

れ

て

い

る
。母

の
穴
穂
部
間
人
皇
女
は
み
ご
も
っ
て

の
ち
朝
廷
内

の
諳
司
を
巡
視
中
「
馬
官
」

に
き
た
と
き
厩

の
戸
に
あ
た
り
皇
子

を
生

ん
だ
と
の
伝
説
が
あ
る

。

キ
リ
ス
ト
が
馬
屋
で
生
れ
た
と
い
と
う
話

と
似
て
い
る
の
は
印
象
的
で
あ
る
。

太
子
は
聡
明
で
生
れ
る
と
す
ぐ
言
葉

を

し
や
べ
っ
た
と
い

わ
れ
、
壮

年
と
な

り
一

度
に
十
人
の
訴

に
対
し
即
答
し
て
も
少
し

の
誤
り
も
な
く
正
解
を
与
え
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

如
何
に
聡
明
で
政
治
に
文
化
に
貢
献

し

た
か
は
あ
ら

ゆ
る
著
書
で
明
か
で
あ

る
。

現
在
イ
ン
フ
レ
の
波
に
あ
え
ぐ
一
万
円
札

に
額
を
画

か
れ
て
い
る
所
以
も
判
る
気
が

す
る
。

推
古
朝

の
摂
政

と
し
て
約
三
十
年
間
執

政
さ
れ
冠
位
十
二
階
、
十
七
条
憲
法

の
制

定
、
（
年
代

か
ら
み
て

の
偽
作

説
は
前

述

し
て
い
る
）

天

皇
記
、
大

陸
の
制
度
、
国
史
の
編
さ

ん
、
法

隆
寺
、
四
天

王
寺
な

ど
の
建

立
、

小
野
妹
子
ら
を

随
に
派
遣
大
陸
制
度
、
文

化
を
取
り
入

れ
新
ら
し
い
政
治
を
お
し
す

す

め
た
。

母
穴
穂
部
間
人
皇
后

の
死

に
際
し
今

の

太
子
町

の
丘
陵
斜
面
に
石
室

を
築

き
葬
っ

て
い
る
。

翌
方
二
二
年
二
月
二
十
一
日
太
子

の
妃

膳
郎
女
（
日
本

の
歴
史
、
橘
太
郎
女

と
あ

る
が
太
子
町
古
墳

の
も

の
と
し
た
）
が
な

く
な
り
、
つ
い
で
同
二
十
二
日
太
子

も
斑

鳰
宮
で
な
く
な
っ
て

お
る
。

「
日
本
書
記
」
は
「
諸
王
、
諸
臣
及
び

天
下

の
百
姓
、
悉
く
長
老
は
愛
児
を
失
え

る
が
如
く
、
・：
少
幼
者
は
慈
し
き
父
母
を

云

え
る
が
如
く
、
哭
き
泣
き
っ

る
声
、
き

行
路
に
満
て
り

。
…
…
皆

曰
く
、
日
月
輝

を
失
い
て
、
天

地
既
に
崩

れ
ぬ
べ
し
。
今

よ
り
以
後
、
誰
を
か
恃

ま
む
。
是

の
月
に

上
宮
太
子
を
磯
長
陵
に
葬

め
ま
っ
る
。
」

と
し
、

生
母
の
陵
に
追
葬
さ
れ
た
。
（

太

子
町
古

憤
）

上
下

を
問

わ
じ
如
何

に
慟
哭
し
た
か
明

か
で
、
日
月
で
す
ら

輝
き
を
失
い
、
以
後

誰
を
力
に
、
誰
を
恃
め
ば
よ
い

の
か
と
号

泣

の
姿
が
あ
り
あ
り
と
し
如
何

に
慕
わ
れ

た
か
明
か
に
記
さ
れ
て
お
る
。

大
和
斑
鳩
宮
で
、
「
殯
」
「

モ

ガ
リ
」

の
後
大
和
飛
鳥
か
ら

竹
内

街
道
を
越
え
太

子
町
に
後
葬
さ
れ
た
も

の
と
思

れ
る
。
大

和
飛
鳥
で
政

治
を
と
つ
だ
蘇
我

系
の
天

皇

が
蘇
我
氏
の
本
拠
地
と
も
考
え
ら
れ
る
河

内
飛
鳥
の
地
に
葬
さ
れ
た
こ

と
も
現
実
の

よ
う

だ
。

蓬
田
中
学
校
新
任
先
生
の
紹
介

三
月

の
教
職
員
定
期
異
動
で
次
に

ご
紹
介
す

る
五
人
の
先
生
が
着
任

さ

れ
ま
し

た
。

三
国
谷
美
名
雄
先
生

青
森
市

の
出
身
で

現
在
広
瀬

の
学
校
住

宅
に
居
住

し
、
四

人

家
族
で
、

女
の
子
二

人
（
小

学
校
、
保
育
所
）
を
も
っ
良
夫
で

す

。
特
に
愛
妻
家

と
聞

い
て
い
ま
す

。
教

職
経
験
が
豊
富
で
一
九
年
の
教
職
歴
を
持

ち
、
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ぐ
っ

と
古
風
な
謡

曲
　（

宝

生

流
）
が
得
意
で
県
の
謡
曲
会
員

と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す

。
そ
の
他
「
釣

り
」
「

油

絵
」
を
捏

く
な

ど
芸
術
的
な

セ
ン
ス
の
持

ち
主
で
す
。
特
技

は
卓
球
で
日
本
卓
球
協

会
公
認
審
判
員

の
資
格
を
も
ち
蓬
田
中
で

は
二
年
生
の
主
任

を
つ
と

め
る
と
同
時

に

部
活
動
で
女
子
卓
球
部
の
指
導
に
あ

た
っ

て
い
ま
す

。
ア
ル
コ
ー
ル
量
は

ビ
ー
ル
ニ

本
程
度

だ
そ
う
で
す
。

前
任
校
西
平
内
中

か
ら
本
村

へ
希
望
の

意

図
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る

新
校
舎
で
生
徒

の
勉
学
指
導

に
尽
力
し
、

ま
た
卓
球
国
体
選
手

の
タ
マ
ゴ
を
養
成
し

た
い
か
ら
と
の
こ
と
で
す

。

青
森
市

の
酒
店
の

息
子
さ

ん

で
現
在
郷

沢

の
学
校

住
宅
に
居

住
し
女
の

子

二

人

（
小

学
校
Ｊ
を
も
つ
四
人
家
族
の
円
満
な
家

庭
の
主
人
で

す
。
教

職

経

験

は
一
五
年

（
平
内
町
体
育
指
導
員
八
年
）
で
人
間
性
豊

か

に
し
て

ユ
ニ
ー
ク
な

個
性

の
持
ち
主
で

す

。
地
味
な
人
柄

の
中
に
も
近
代
的
な
セ

ン
ス
を
も
ち
合
わ
せ
た
代
表
的
な
中
堅
教

師
で
す

。

趣
味

は
多
種
で
特

に
ス
ポ
ー
ツ
を
得
意

と
し
、

マ
ラ
ソ
ン

ー
ス
キ
ー
・
卓
球

を
得

手

と
し
、
蓬
田
中
で
三
年
生
の
主
任

を
つ

と
め
、
ま
た
部
活
動
で

は
男
子
卓
球

の
指

導

に
あ
た
っ
て
い
ま
す

。
酒
は
Ｏ
・
８

ぷ

程
度
で
晩
妁
を
愛
好
し
て
い
る
と
の
こ

と

で
す

。

前
任
校
東
田
沢
中
か
ら
本
村
へ
希
望
の

意
図
は
、
磨
け
ば
輝
く
玉
松

精
神
に
の
っ

と
り
、
学
習

と
ス
ポ
ー
ツ
の
修
練

に
っ

と

め
、
ま
た
社
会
体
育
の
振

興
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

北
郡
金

木
町
出
身

で
年

は
二

十

七

才

（

独
身
）

蟹
田
か
ら

の
通
勤
で

新
進
気
鋭

の
好
青
年
で
す
。
大
学
卒
業
後
三
年

に
な

り
ま
す

が
、
教
職

経
験

は
一
年
で
す

。
蓬

田
中
で

は
英
語

の
教
科
を
担
当
し
話
術

の

う
ま
い
こ
と
で
は
定
評
が
あ
り
ま
す

。
教

育
熱
に
溢
れ
生
徒

の
評
判
も
よ
く
大
変
親

し

ま
れ
て
い
ま
す
。

趣
味

は
読
書
と
球
技

と
い
う
教

師
の
理

想

タ
イ

プ
で
す
。
部
活
動
で
は
女
子

生
徒

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
顧

問
と
な
り
、
連
日
練

習

に
頑
張
っ
て
い
ま
す

。

本
村

へ
の
ご
縁

は
お
兄
さ

ん
が
中
沢
で

生
活
し
て
い
た
頃
か
ら
で
、
い
つ
か
は
蓬

田
中
で
教

鞭
を
と
っ
て
み

た
い

と
念
じ
て

い
た
矢
先

き
辞
令
が
出
た
と
い
う

。
目
標

は
英
語

学
習

の
効
率
化
（

Ｌ
Ｌ
：
血

学
学

習
機
器
の
研
究

）
と
、
前
任
校
蟹
中

の
ソ

フ
ト
部
を
負
か
す
こ

と
だ
そ
う
で
す

。

（ ５ ）

横
内
　
清
三
先
生

花
田
　
惇
先
生
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七
戸
　
寛
事
務
王
事

青
森
市

の
出
身
で

自
宅
か
ら

通
勤
し
独

身
で
す
。

満
二
十
六

才
は
東
高

校
卒
第
一

期
生
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す

。
今

別
小

学
校
で
三
年

の
事
務
経
験
を
経
て
蓬

田
中

へ
来
ら

れ
た
わ
け
で
す
。
公
文
書
の
扱
い

が
確
実
で

ま
た
文
字
が
大
変

き

れ

い

で

す

。趣
味
は
科
学
的
な
も
の
で

蝶

の

収

集

（

世
界
の
蝶
日
本
の
蝶
）
で
、
日
本
鱗
超

学
会
会
員

と
し
て
活
躍
中
で
す

。
ス
ポ
ー

ツ
は
ス
キ
ー
、
卓
球
が
得
意
で
す
が
現
在

蓬
田

中
で

は
女
子
バ
レ
ー
部
の
顧

問
と
な

り
奮
斗
し
て
い
ま
す
。
酒

は
コ
ッ

プ
ニ
杯

程
度
で
す
が
っ
き
合
い
が
あ
っ
た
と
き
だ

け
と
の
こ

と
で
す
。
温
厚
な
人
柄
の
中
に

も

オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
面
、か
感
じ
ら
れ
ま

す
。
こ

れ
か
ら
は
学
校

事
務
だ
け
で
な
く

ス
ポ
ー
ツ
等
健
全
な
生
徒

の
育
成
に
頑
張

っ
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
す
。

木
村
伸
一
先
生

青
森
市

の
出
身
で

自
宅
か
ら

通
勤
し
て

い
ま
す
。

前
の
木
村

先
生
と
同

姓

同

名

（

仲
の
字
が
ち
が
う

だ
け
）
で
す

か
ら
不

思
議
な

ご
縁
も
あ
る
も
の
で
す

。
今

の
木

村
先
生
は
家

庭
科

の
代
り
に
暫
定
的

に
来

ら
れ
た
蓬
田
中
で
い
ち
ば
ん
若
い
（

ン
サ

ム
な
先
生
で
女
子
生
徒
（

全
校

）
の
家
庭

科
の
授
業

を
も
っ
て
い
ま
す

。
授
業
熱
心

だ
と
い
う

こ
と
、
明

る
く
真
面
目
で
あ
る

こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
あ

る
こ
と
す
べ

て
の
要
素

が
生
徒

の
注
目
の
的
と
な
り
学

校
の
人
気

者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
部
活
動

で

は
陸
上
競
技

の
顧
問
で
あ
り
、
連
日

ス

ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ッ

プ
を
発
揮
し
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は

ボ
ー
リ
ン

グ

ー
バ
ス
ヶ

ツ
ト

ボ

ー
ル

ー
ス
キ

ー
・
水
泳

と
ス
ポ
ー
ツ
万

能

型
で
す

。
酒
は
二
合
程
度
・

ビ
ー
ル
な
ら

二
本

と
い
う

と
こ
ろ
で
す

。

本
村
へ
は
特
に
希

望
し
た
わ
け
で

は
な

い
が
、
「

来
て
み
て
本
当
に
よ
か
っ

た
接

す
る
人
が
み
な
立
派
で
あ
り
、
生
徒
も
す

な

お
で
元
気
が
あ
り
や
り
が
い
が
あ

り
ま

す

。
特

に
空
気
が
お
い
し
い
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
す

。
　
　
　
　
　

以
　

上

紹
介
文
　
蓬
田
教
諭

相
　
内
　
　
　

潔

出
か
せ
ぎ
に
行
か
れ
る
み
な
さ
ん

圏
　

行
く
時
に

出
か
せ
ぎ
に
ゅ
か
れ
る
み
な
さ
ん
が
‥

ど
う
か
次
の
こ
と
を
読
ん
で
お
こ

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

田
　
安
定
所
ま
た
は
市
町
村
役
場
に
行
っ

て
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
場
を
き
め
る
よ

う
に
。

－

こ
う
す
る
と

○
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
。

○
も
し
事
故
が
お
き
て
も
早
く
解
決
さ

れ
る
。

㈲
　
「
出
稼
労
働
者
手
帳
」
を
も
ら
う
よ

う
に
。

－

こ
れ
を
も
っ
て
い
る
と

○
自
分
の
身
分
証
明
書
に
な
る
。

○
出
稼
援
護
相
談
所
に
と
ま
る
こ
と
が

で
き
る
。’

○
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
利
用
で

き
る
。

㈲
　
自
分
の
体
の
具
合
を
知
っ
て
お
く
よ

う
に
。

－

そ
の
た
め
に
は

○
健
康
診
断
を
や
っ
て
も
ら
う
。

こ
と
に
血
圧
を
は
か
つ
て
も
ら
う
よ

う
に
。

㈲
　
出
稼
者
傷
害
保
険
に
入
っ
て
ゆ
く
よ

う
に
。

－

万
一
事
故
の
場
合
に
そ
な
え
て

○
自
動
車
事
故
に
も
適
用
さ
れ
る
。

○
加
入
す
る
場
合
は
農
協
へ
行
く
よ
う

に
。

㈲
　

次
の
こ
と
は
行

く
前

に
家
族
に
知
ら

せ
て

お
く
よ
う
に
。

Ｉ

Ｏ

自
分

の
行

く
事
業
所
と
、
そ
の
住

所
お
よ
び
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
か

○

ど
う
い
う
方
法
で

お
金
を
家

に
送

る
の
か
。

○
行
っ
た
あ
と
の
家
の
仕
事
を
ど
う

や
る
の
か
。

㈲
　

知
っ

て
い

る
人
が
、
そ
ろ
っ
て
同
じ

と
こ
ろ
に
行
く

よ
う
に
。

―
－

何

か
あ
っ
て
も
お
互
い
相
談
し
た
り

助

け
合
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
　
自
分

の
行
く
事
業
所

の
あ

る
安
定
所

と
労
働
基
準
皖
僣

署
の
名
前

と
所
在
地

電
話
番
号
を
聞

い
て
お
く
よ
う
に
。

－

働
い
て
い
る
時
何

か
お
き
た
場
合
、

解
決
し
て
く
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
か

ら

。

－
　

仕

事

場

に

つ
い

た

時

に

旧
　

っ
い

た
こ

と
を
宗
族
に
知
ら
せ
る
よ

う
に
。

－

○

住
所
（

電
話
番

号
）
を
は
っ
き
り

書

く
よ
う
に

。

㈲
　

事
業
所
の
責
任
者

に
賃
金
と
か
残
業

な

ど
の
労

働
条

件
が
安
定
所
の
話
と
あ

っ
て
い
る
か
、

た
し

か
め
る
よ
う
に
。

―

も
し
話

が
ち
か
っ
て
い
る
場
合
は
。

○
安
定
所
に
連

絡
す

る
よ
う
に
。

○
一
四

日
以
内
で
あ

れ
ば
帰

る
旅
費

は

事
業
所
に
出
し
て
も
ら
え

る
。

㈲
　

た
し
か
め
た
ら
　
「
出
稼
労
働

者

手

帳
」
　
の
な
か
に
書
い
て
も
ら
う

よ

う

に
。

－

も
し
手

帳
が
な
い
場
合
で
も

″
雇
入

契
約
書

″

を
書
い
て
も

ら

う
よ
う

に
。

㈲
　

事
業
所
の
現

場
の
責
任
者
か
ら

の
仕

事
の
導
意
と
か
き
ま
り
（

就
業
規
則
）

を
よ
く
聞

く
よ
う

に
。

－

就
業
規

則
に
つ
い
て

○
十
人
以
上

の
事
業
所
は
必
ず
作

る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

○
こ
れ
を
い
っ
で
も
み

る
に
よ
い
よ
う

に
し
て
お
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

－
　

働

く

時

に

①
　

現
場
の

”
き

ま
り

”
と
か
注
意

を
よ

く
守

る
よ
う
に

。

－

○
安

全
帽
を
き
ち

ん
と
か
ぶ
る
よ
う

に
。

○
命
網

は
必
ず
身
に
っ

け

る

よ

う

に
。

○
立
入
禁
止
の
と
こ
ろ
に
は
入
ら
な

い
よ
う
に
。

㈲
　

働
く
現
場
が
危
な
い

と
愆
っ

た
ら
、

そ
の
こ
と
を
現
場
の
責
任
者
に
言
っ
て

な

お
し
て
も
ら
う
か
、

や
め
て
も
ら
う

と
か
す
る
よ
う
に
。

－

も
し
、
そ
れ
を
聞
い
て
く
れ
な
い
時

は
、
近
く
の
労

働
基
準
監
督
署
に
知

ら
せ
る
よ
う
に
。

㈲
　

働
い
た
場
合
は
、
手
帳

か
何
か
に
何

瞼
・
何
処
で

ど
ん
な
仕

事
を
し

た
か
書

い
て

お
く
よ
う
に
。

１
－

―も
し
、
あ
と
で
賃

金
の
こ
と
で
問
題

が
お
き
だ
時
こ
れ
が
役
に
立
つ
こ
と

に
な
る
。

㈲
　
働
く
場
所
・
事
業
所
を
か
え
た
時
は

必
ず
新
し
い
居
所
を
家
族
と
役
場
に
知

ら
せ
る
よ
う
に
。

Ｉ

何
時
で
も
自
分
の
居
所
を
（

ツ
キ
リ

さ
せ
て
お
く
。

圖
　

何

か
お
き
た
時
に

田
　
も
し
怪
我
（
け
が
）
と
か
事
故
が
お

き
た
ら
、
事
業
所
の
責
任
者
に
労
災
保

険
の
手
続
き
、
ま
た
は
証
明
書
を
書
い

て
も
ら
う
よ
う
に
。

ｉ

Ｏ
脳
卒
中
は
仕
事
中
で
も
、
だ
い
た

い
は
労
災
保
険
は
き
か
な
い
。

○
血
圧
の
た
か
い
人
は
特
に
注
意
す

る
よ
う
に
。

㈲
　
そ
の
こ
と
を
な
る
べ
く
早
く
県
外
事

務
所
と
そ
の
事
務
所
の
あ
る
監
督
署
に

知
ら
せ
る
よ
う
に
。

－

県
外
事
務
所
の
係
の
人
が
何
か
と
世

話
を
し
て
く
れ
る
。

㈲
　
い
ろ
い
ろ
の
補
償
の
請
求
書
は
働
い

て
い
る
と
こ
ろ
の
監
督
署
に
出
す
よ
う

に
。

－
－

○
そ
の
瞼
使
っ
た
印
（

は
ん
こ
）
は

お
金
を
と
る
時
と
か
後
で
使
う
の

で
な
く
し
な
い
よ
う
に
。

○
家
に
帰
っ
て
か
ら
で
な
く
、
そ
の

働
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
手
続
き
を

す
る
よ
う
に
。

㈲
　
怪
我
（
け
が
）
な
ど
で
入
院
し
て
い

る
場
合
、
も
し
病
院
を
か
え
る
時
は
、

自
分
の
働
い
た
事
業
所
の
責
任
者
に
証

明
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う
に
。

－

も
し
、
こ
れ
を
や
ら
な
い
と
補
償
金

を
と
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

圜
　

帰

る

時

に

田
　
自
分
が
何
時
頃
仕
事
を
や
め
て
帰
る

か
、
現
場
の
責
任
者
に
知
ら
せ
て
お
く

よ
う
に
。

－

こ
れ
を
し
な
い
と
、
賃
金
が
後
払
い

（ ６ ）
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に
な
っ

た
り
す
る
。

ま
た
事
業
所
に

め
い
わ
く
を
か
け
る

こ
と
が
あ

る
。

㈲
　
自
分

の
い
た
間
の
お
金
な

ど
の
貸
し

借
り
の
始
末

を
つ
け
る
よ
う
に

。

｜

”
と
び
立
つ
水
鳥
は
あ

と
を
に

ご
さ

ず

”
と
あ

る
よ
う
に
後
で
い
ろ
い
ろ

の
問
題

を
お
こ
さ
な
い
た
め
。

㈲
　
賃

金
の
未
払
い
が
あ
る
場
合

は
「

出

稼
労
働
者
手
帳
」
の
中

に
書
い
て
も
ら

う
か
、
ま
た
は
未
払
の
内

わ
け

を
事
業

所
の
責
任
者

に
書
い
て
も
ら
っ
て
事
業

所
の
あ
る
と
こ
ろ
の
監
督

署
に
知
ら
せ

て

お
く
よ
う
に
。

－

も
し
、
書
く
こ

と
を
こ
と
わ
っ

だ
場

合
で
も
、
監
督

に
知
ら
せ
て

お
く
よ

大　 名　
北　 東
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電

話

休
　
　
　

息
　
　

二
〇
円
（

た
だ
し
個
室
使
用

の
場
合
）

そ
　
の
　
他
　

冬
期

は
暖
房
費
実
費

六
年

一
組
　

瀬
辺
地
　
越
田
喜
恵
子

う
ち
の
お
と
う
さ

ん
は
で

か
せ
ぎ
を
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
家
に
い
る
時

は
盆

と
正

月
と
た
ま
に
、
い
ね
こ
き
の
時
し
か

い
な
い
。
あ
と
は
毎
日
々
で

か
せ
ぎ
場
で

働
い
て
い
る
。
そ
し
て
家
に
帰
っ
て
来

た

時
も
あ
れ
こ
れ
と
体

を
動
か
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
働
い
て
い

る
の
で
す
。
だ
か
ら

昔
の
写
真
の
顔
と
今

の
顔
を
比
べ
て
み

る

と
、

や
せ
て
色
は
黒

く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

そ
の
お
と
う
さ
ん
は
酒
も
た
ば
こ
も
や

ら
な

い
。
そ
し
て
と
て
も
短
気
だ
。
私
か

何
か
あ
や
ま
ち
を
し
て
し

ま
う

と
、
と
て

も
お
こ
る
。
私
か
悪

い
ん
だ
か
ら
し
か
た

が
な
い
こ
と
で
す

。
で
も
、
少
し
の
こ

と

で
も
す
ぐ

か
っ
か
し
て
し
ま
う

の
で
す

。

お
　

と
　

う
　

さ
　

ん

そ
れ
だ
け
き
ち
よ
う
め
ん
な

の
か
。
で
も

人
前
で

は
、
て
れ
や
な
の
で

、
お
こ
り
た

く
て
も
、

お
こ
れ
な
い
よ
う
だ
。
そ
れ
で

も
本
当

は
優
し
い

お
と
う
さ

ん

な

の

で

す
。そ

ん
な
、

お
と
う
さ

ん
が

私

は

好

き

だ
。
私
道

の
た
め
に
毎
日
々
、
働
い
て

く

れ
て
い
る
の
で
す

か
ら

。
ず
っ
と
前
に
、

お
と
う
さ
ん
が
か
ぜ
を
ひ
い
て
い
た
時

、

自
分

の
小

ず
か
い
で
、

か
ぜ
薬
を
買
っ

て

あ
げ
た
こ
と
が
あ

る
。
今
で
も
、
そ
の
気

持

は
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

私
も
大
人

に
な
っ

た
時

は
、

お
と
う
さ

ん
の
よ
う
に
、
よ
く
働
い
て
っ
く
す
っ
も

り
で
す

。

「

お
父

さ

ん

」

（
中
沢

）
六
年
一
組
　

堀
　

日
出
美

私
の
お
父
さ

ん
は
、
働
き
物
で
、
お
も

し
ろ
く
て
時

に
は
こ
わ
い
父

さ
ん
で
す
。

雪
の
ふ
る
さ
む
い
冬
で
も
、
顔
を
赤
く
し

手
を
つ
め
た
く
し
て
働
い
て

く
れ
る
。
手

を
見
る
と
、
手
の
か
わ
は
あ
っ
く
、
指
は

太
く
て
短
か
い
、
手
で
す
。
そ
の
手
の
氷

る
よ
う
な
日
で
も
、
海
へ
魚
を
と
る
に
出

た
り
し
て
働
き
ま
す

。
そ
し
て
ご
は
ん
を

食
べ
る
時
、
テ
ー
ブ
ル
に
ひ
じ
を
つ
い
た

り
ひ

ざ
を
く
ず
し
て
す
わ
る
と
、
人
が
か

わ
っ

だ
よ
う
に
お
こ
り
ま
す
。
ま
た
時

に

は
工
作

の
て
っ

だ
い
を
し
て
く
れ
た
り
、

家
中

お
ぼ
っ
て
歩

る
い
た
り
す
る
、
や
さ

し
く
て
、

お
も
し
ろ
い
私
の
お
父
さ
ん
、

で
も

そ
の
お
父
さ
ん
も
百

点
と
い
う
わ
け

で

は
な
く

ご
は

ん
を
食

べ
て
い
る
と
き
、

き
た
な
い
こ

と
を
言
っ

た
り
し
ま
す
。
で

も
そ
の
お
父
さ

ん
は
、
自
分
を
ぎ
せ
い
に

し
て
も
働
い
て
く
れ
る
そ
ん
な

お
父
さ
ん

の
よ
う
に
自
分
を
ぎ
せ
い
に
し
て
も
働
く

よ
う
な
人

に
な
り
た
い
と
思
っ

た
。

「

か
父

さ

ん
」

六
年
一
組
　
蓬
田
ふ
松
雅
子

う
ち
の
お
父

さ
ん
は
、
北

海
道
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
山
の
高
い
所
で

ブ
ル
ー

ド
ザ
ア
ー
に
の
っ
て
、
木
を
は
こ
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。
わ
た
し

は
一
度
、
北
海
道

に
い
っ
て

お
父
さ
ん
の
仕
事
を
し
て

い
る

の
を
見
て
き
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
は
、
ラ

（ ７ ）
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北

区　 中　 東　 九
兎　 村　 区　 条
我　 区　 上　 三

町　 弥　 野　 丁

九　 宜　 東　
目

三　 町　 三　 四＝　 の　 番

丁　 一　 地
ﾘ･　 四　 一一

所

在

地

四 竹
二百

電

話

青
森
県
外
事
務
所

＝
連
絡
ま
た
は
相
談

う
に

。

㈲
　
未
払
い
の
分

を
、
あ

と
で

送
る
と
言

っ

た
場
合
で

も
、
そ
の
こ

と
を
監
督
署

に
知
ら
せ
て
お
く
よ
う

に
。

－

こ
の
場
合
、
自
分

の
家

の
住
所
を
知

ら
せ
て
お
く
こ
と
。

■
　

知
っ

て

お

く

こ

と

が

ら

ｍ
　

賃
金
に
つ
い
て
Ｉ

①
現
金
で
②
直

接
本
人
に
③
全
額

を
④
月
一
回
以
上
⑤

き
ま
っ
だ
日
に
支

払
う

。
ま

た
、
死

亡

ま

た
は
退
職
の
場
合
、
請
求
す

る
と
七

日
以
内

に
支
払
う
こ
と
が
法
律
で
き

め

ら

れ
て
い

る
。

㈲
　

こ
ま
っ

た
こ

と
が
あ
っ

た
ら

。

祀
　
出
稼
援
護
相
談
所

＝
相
談
ま
た
は
利
用

○
出
稼
援
護
相
談
所

は
、
次
の
よ
う
な
設
備
が
用
意
し
て
あ

り
ま
す

。

―
宿
泊
室
・
休
息
室
　
　

こ
れ
ら

の
設
備
は
、
出
稼
労

働
者

の
方
が
、
就
労
の
と

き
あ
る
い
は
留
守
家
族
の
方
が
面
会

に
き
た

と
き
、
ほ

か
に
適
当
な

宿
泊
す
る
場
所
が
な
く
お
困
り
方
に

ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す

。
ま
た
汽
車
時
間

の
お
待
ち
合
わ
せ

な

ど
に
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・
利
用
で
き
る
方
は
　
　
「

出
稼
労
働
者
手
帳
」
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い

る
方

と

そ
の
家
族
の
方
で
す

。

出
稼
労
働
者
手
帳

は
、
公
共
職
業
安
定
所

や
各
市
町
村

で
交
付
し
て
お
り
ま
す

。
出
稼
に
お
出
で

に
な

る
と
き

は
、
必
ず
こ
の
出
稼
労
働
者
手
帳
の
交
付

を
受

け
て
く

だ
さ
い

。

利
　

用
　
料
　

○
宿
　

泊
　
料
　

二
〇
〇
円

出

稼

文

集
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ソ

ニ
ン

グ
し
や
っ
を
き
て
頭
に
は
は
ち
ま

き
を
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
頭

か
ら

あ

せ
を
だ
ら
だ
ら

し
な
が
ら
木
を
は
こ
ん

で
い

ま
す

。
わ
た
し
は
、

お
父
さ

ん
の
仕

事
を
見
て
、

よ
く
あ
ん
な

に
高
い
所
で

ブ

ル
ト
ー
ザ
ア
ー
の
っ
て
木
を
は
こ
ぶ
も

ん

だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
帰
っ
て

く

る
時
あ
ん
な

に
あ
せ
を
な
が
し
て
く

る

の

だ
ろ
う
。
ほ
ん
と
う
に
お
父

さ
ん
は
、

わ
た
し
た
ち
か
ぞ
く
み

ん
な
の
た
め
に
た

い

ぎ
で
も
は
た
ら
い
て
く
れ
て
い
る
。
ｂ

だ
し
も
大
き
く
な
っ

た
ら
、
お
父

さ
ん
の

よ
う

に
、

ど
ん
な
こ

と
、か
あ
っ
て
も
は
た

ら
い
て

お
父
さ
ん
に
も
か
ぞ
く
み
ん
な

に

も
し
て
あ
げ
た
い
。
　
　
　
　

お
わ
り

戸
籍
の
窓
口

（

市
町
村
名
は
太
鐇

り
表
示
で
す
。
）

○

お
誕
生

お
め
で

ど
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（

三
月
受
付
分
）

木

村

和

夫
（

節

郎
・
三
男
）

武

井
　

一
　
行
（

一
徳
・
二
男
）

藤
　

田
　

哲
　
男
（

尚
效
・
長

男
）

稲

葉

寛
　
子
（

久
栄
・
二
女

）

坂
　

本
　
　
　

寛
（

繁
博
・
長

男
）

小
　

鹿
　
紀
　

寛
（

義
芫
・
二
男
）

相
　

坂
　
義
　

勝
（
義

男
・
長
男

）

八
　
戸
　

慎
　
幸
（

良
幸
・
長
男

）

越
　
田
　
　
　

忍
（

正
幸
・
長
男

）

飯
　
田
　

祐
　

子
（

文
雄
・
長
女

）

松
　

本
　
匡
　

世
（

忠
麿
・
長
女
）

牧

野
　

常

人
（

一
雄
・
三
男
）

（

四
月
受
付
分

）

桜
　
田
　
真

季
子
（

寛
忠
・
長
女

）

吉
　
田
　

啓

子
（

竜
一

こ

一
女

）

工
　
藤
　
　
　

恵
〔

洋

丁

二
女

〕

田
　

中
　
英
　

昭
（

昭

丁

長
男
）

小
　

松
　

純
　
子
（

公
・
二
女

）

佐
　
井
　

美
恵
子
（

善
作
・
長
女

）

佐
　
井
　

恵
美
子
（

善
作
・
二
女
）

福
　
井
　

洋
　

美
（

文
三
・
長
女
）

石
　

里｛

慶
　

子
（

宗
矩
・
長
女
）

武
　

井
　

大
　
枝
（

道
秀
・
二

女
）

越
　
田
　

恵
　

子
（

文
治
・
二
女
）

○

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

。

一
　
戸
　

彰

雄
（

青
森
市
）

工
　
藤
　

百
美
子
（
蓬
田

）

武
　
井
　

昭
　

夫
（
蓬
田

）

武
　
井
　

明
　

子
（
蓬
田

）

荒
　
井
　

敏
　

雄
（

富
山
県
）

工
　

藤
　

節
　

子
（

長
科

）

坂
　
本
　

六
　

男
（

長
科

）

石
　

里｛

雅

子
（

富
山
県

）

木
　
村
　

二
三
男
（

広
瀬
）

青
　
木
　

み
よ
子
（

阿
弥
陀
川
）

森
　
　
　

貞
　
司
（

阿
弥
陀
川
）

森
　
　
　

美
枝
子
（
福
島
県
）

古
　
川
　

吉
　
栄
（

阿
弥
陀
川

）

桜
　
ｍ
　

優
　

子
（

青
森
市
）

斎

藤
　
　

満
（

青
森
市
）

浜
　
名
　

信
　
子
（

広
瀬
）

木

村
　
　

滋
（

青
森
市
）

福
　
田
　

恵
　
子
（

郷
沢

）

入
　

幡
　

一
　

郎
（

高
根

）

長
　
内
　

昭
　
子
（
平
舘
村
）

村
　
田
　

洋
　

一
（

青
森
市
）

八
　
戸
　

ア
ミ
子
（

阿
弥
陀
川
）

坂
　

本
　
久
　

一
　（
中
沢

）

米
　
倉
　

悦
　
子
（
大
阪
市
）

前
　

田
　

良
　

治
（
平
舘
村
）

森
　
　
　

あ
さ
子
（

阿
弥
陀
川
）

工

藤

由

秋
（
黒
石
市
）

伊
予

部
　

は
ま
子
（

瀬
辺
地
）

渡

辺

勝

義
（

青
森
市
）

田
　

中
　

富
志
子
（
蓬
田

）

（

四
月
受
付

分
）

斎

藤
　
　

順
（

青
森
市
）

武
　
井
　

慶
　
子
（

蓬
田
）

林
　
　
　

一
　
男
（

青
森
市
）

山
　
本
　

信
　
代
（

蓬
田
）

川
　

井
　
正
　

一
（

青
森
市
）

若
　
佐
　

郁
　
子
（

中
沢

）

藤
　
田
　

信
　

三
（

中
沢
）

森
　

山
　

茂

子
（

青
森
市
）

久
　

慈
　
　
　

登
（

広
瀬
）

福
　

井
　

代
梳
子
（

平
舘
村
）

田
　

中
　
正
　

一
（
蓬
田
）

松
　

本
　

鈴
　
子
（
長
科
）

佐
　

井
　

雄
　

悦
（

広
瀬
）

内
　

田
　

雅
　
栄
（
埼
玉
県

）

小
　

川
　

正
　
人
（
蟹
田
町

）

松
　

本
　

美
津
子
（
長
科

）

山
　

口
　

義
　
正
（
中
沢

）

’中
　

田
　
陽
　

子
（
弘
前
市

）

禾
　

村
　

勝
　
正
（
蓬
田

）

’工
　

藤
　

か
つ
子
（
蟹
田
町

）

稲

葉

勝

広
（
高
根

）

佐
　

藤
　

規
久
子
（

岐
阜
県

）

禾
　

村
　

昇
　

次
（

瀬
辺
地
）

成
　

田
　

洋
　
子
（

板
柳
町
）

・
菊

池
　

繁

光
（

青
森
市
）

紂
　

上
　

久
　
子
（
蓬
田
）

餃
　

本
　

隆
　
基
（
長
科
）

椢
　

馬
　

津
香
子
（

青
森
市
）

森
　

山
　
　
　

茂
（
岡
山
県
）

畠
　

山
　

た
つ
い
（

郷
沢
）

松
　

本
　

敬
　

二
（

長
科
）

張
　

間
　

麗
　
子
（

青
森
市
）

吉
　
田
　

克
　

成
（
中
沢
）

奈

良
　
　

嫩
（

青
森
市
）

佐
　

山
　
久
　

詩
（

神
奈
川
県
）

田
　

中
　
扶
　

美
（

広
瀬
）

藤
　

本
　
光
　

秀
（

長
科
）

朖
　

部
　
久
　

代
（

愛
知
県

）

霖
　
　
　

勝
　
行
（

阿
弥
陀
卅
）

抬
　

山
　
妙
　

子
（

青
森
市
）

須

藤

清

光
（

青
森
市
）

入
　

幡
　

和

子
（

高
根
）

福
　

井
　

一
　
男
（

郷
沢
）

福
　

岡

良
　

子
（

青
森
市

）

藤
　

田
　
誠
　

治
（

弘
前
市
）

－
吉
　

田
　
良
　

子
（

中
沢
）

前
　

田
　

武
　
広
（

蟹
田
町

）

址
　

田
　
雪
　

子
（

瀬
辺
地
）

○

お
悔
み
申
し
上
げ

ま
す
。

（
三
月
受
付
分
）

山
　

口
　
岩
　
城
（

中
沢
）

張
　

間
　

音
　
吉
（

長
科
）

柿
　

崎
　

繁
　
一
　（

広
瀬
）

（
四
月
受
付
分
）

川
　

内
　

唯
四

郎
（

阿
弥
陀
川

）

佐
　

井
　
（
　

ル
（

広
瀬
）

（ ８ ）
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